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現状 提言

目指す社会像の具体化を！
[提言①：グランドデザイン・ユースケース作成]

プラットフォーム構築を！
[提言②：有効かつ適切な利活用を可能とするデータ基盤整備]

出口規制で権利保護を！
[提言③：技術的・組織的に権利保護するデータガバナンスの実装]

医療データの利活用
についてどうあるべきか
全体像がない

電子カルテの標準化は
途上、3文書6情報*
から情報連携を検討

医療データの利活用の
重要性も踏まえた
ルールの未整備

上記の「理想」や「取り組むべきこと」は、異なる立場からみた際にさまざまな考えがあり得る。よって、これらの論点について多様な関係者とともに議論がなされる必要がある。

一次利用：自身の治療等利用目的
二次利用：公益・研究開発利用目的

*3文書6情報情報

3文書 (① 診療情報提供書、② キー画像等を含む退院時サマリー、③ 健康診断結果報告書)

6情報（① 傷病名、② アレルギー情報、③ 感染症情報、④ 薬剤禁忌情報、⑤ 検査情報（救急時に有用な検査、生活習慣病関

連の検査）、⑥ 処方情報）

医療データの利活用促進に関する提言（全体イメージ）
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現状 提言

[提言①：グランドデザインの構築]

医療データの有効かつ適切な利活用を促進するため、一次利用及
び二次利用という医療データの利活用全体について、体系的なある
べき制度・システムの全体像を示すべき

[提言②：データ基盤の整備]

医療データの有効かつ適切な利活用を促進するため、関連するあ
らゆる情報の適切な連携を可能とするプラットフォームの構築を目
指すべき

[提言③：データガバナンスの実装]

医療データの有効かつ適切な利活用を促進するため、入口規制か
ら出口規制への転換を行い、ID(マイナンバー)を連携・活用し、上
流から下流まで医療データの利活用のあらゆる側面について適切な
データガバナンスを実装すべき

医療データの利活用促進に関する提言（概要）

一次利用：自身の治療等利用目的
二次利用：公益・研究開発利用目的

上記の「理想」や「取り組むべきこと」は、異なる立場からみた際にさまざまな考えがあり得る。よって、これらの論点について多様な関係者とともに議論がなされる必要がある。

*3文書6情報情報

3文書 (① 診療情報提供書、② キー画像等を含む退院時サマリー、③ 健康診断結果報告書)

6情報（① 傷病名、② アレルギー情報、③ 感染症情報、④ 薬剤禁忌情報、⑤ 検査情報（救急時に有用な検査、生活習慣病関

連の検査）、⑥ 処方情報）

医療データの利活用
についてどうあるべきか
全体像がない

電子カルテの標準化は
途上、3文書6情報*
から情報連携を検討

医療データの利活用の
重要性も踏まえた
ルールの未整備
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実現したい姿

国民患者目線

どこの医療機関に行っても、病気にかかる前も含めた
自分に関する同じデータで、個人にあった

快適かつ質の誨い医療サー ビスが受けられる
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医療従事者目線

患者の病気後のデータに限らず、
医療・健康に関わるあらゆるデータを活用して、

セキュリティ ・ アウトカムベース等で治療の効果を確認でき、追加の
プライバシー 負担なく、人々の健康増進にさらに貢献できる

の確保された環境

ーペ i 令介一g

諸外国のデータを含めた比較・分析など、
データの利活用により医療の発展とシステムの持続性を強化し、国民に還元

救急・災害時でも 医療経済財政の 革新的な新薬・
迅速的確に医療を提供 持続可能性確保に貢献 医療技術の創出促進

口品 錢上 邑(fli
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